甲州市長選挙における「選挙運動員又は労務者に対する実費弁償及び報酬の額」
	区　　　　　　分
	　一人に対し支給することが　　できる実費弁償の額の基準
	一人に対し支給することが　できる報酬の額の基準
	留　意　事　項

	 選
 挙
 運
 動
 に
 従
 事
 す
 る
 者
	一般の選挙運動員
	 イ　鉄道費
 　　鉄道旅行について、路程
 　　に応じ旅客運賃等により
 　　算出した実費額
 ロ　船　賃
 　　水路旅行について、路程
 　　に応じ旅客運賃等により
 　　算出した実費額
 ハ　車　賃
 　　陸路旅行（鉄道旅行を除
 　　く。）について、路程に
 　　応じた実費額
 ニ　宿泊料
 　（食事料2食分を含む。）
 　　一夜につき
             12,000円
 ホ　弁当料
 　　一食につき1,000円
 　　一日につき3,000円
 ヘ　茶菓料
 　　一日につき500円
	 報酬を支給することはでき
 ない。
	

	
	 選挙運動のために使用
 する事務員
	
	 一人一日につき
 　　　10,000円以内
	 ◎候補者一人について、
 　一日当たりの報酬を支
 　給することができる者
 　の員数
◎指定都市以外の市の長の選挙にあっては、12人（異なる者の延人数60人）

 ◎超過勤務手当を支給す
 　ることはできない。
 ◎選挙運動に従事する者
 　に弁当を提供した場合
 　には、その者に実費弁
 　償として支給できる弁
 　当料は、一日当たりの
 　弁当料の制限額から、
 　提供した弁当の実費相
 　当額を差し引いた額の
 　範囲内である。

	
	 専ら車上又は船舶上に
 おける選挙運動のため
 に使用する者（いわゆ
る「うぐいす嬢」等の
車上等運動員）、専ら
手話通訳のために使用
する者及び専ら要約筆

記のために使用する者

	
	 一人一日につき
 　　　１５，０００円以内
	

	選挙運動のために使用する
労務者
	 イ　鉄道費
 　　鉄道旅行について、路程
 　　に応じ旅客運賃等により
 　　算出した実費額
 ロ　船　賃
 　　水路旅行について、路程
 　　に応じ旅客運賃等により
 　　算出した実費額
 ハ　車　賃
 　　陸路旅行（鉄道旅行を除
 　　く。）について、路程に
 　　応じた実費額
 ニ　宿泊料
   （食事料を含まない。）
     一夜につき
             １０，０００円
	 イ　基本日額
 　　　１０，０００円以内
 ロ　超過勤務手当
 　　一日につき
 　　　基本日額の５割以内
	 ◎労務者に対して弁当を
 　提供した場合は、基本
 　日額から弁当の実費額
 　を差し引いた額を支給
 　しなければならない。
 ◎弁当料、茶菓子料は支
 　給できない。
 ◎基本日額とは、日当の
 　意味であり、10,000円
 　という額は、８時間の
 　労働に対し支給するも
 　のである。


（参　考）
①  「選挙運動のために使用する事務員」とは、選挙運動のために雇い入れられた者で、選挙運動に関する事務に従事するものであり、街頭演説等選挙人に直接働きかける行為を行う者は含まれない。
また、総括主宰者、出納責任者等の選挙運動の枢機に参画する者はもちろん、親族、友人等の特別信頼関係から選挙運動に関する事務に従事する者も、事務員には含まれない。
② 　「専ら車上又は船舶上における選挙運動のために使用する者」とは、いわゆる「うぐいす嬢」のように選挙運動用自動車又は船舶の上において連呼行為等の選挙運動を行うことを本務として雇用された者である。
③　「選挙運動のために使用する労務者」とは、選挙運動を行うことなく、立候補の準備行為及び選挙運動に付随して行う単純な機械的労務（例：葉書の宛名書及び発送、自動車の運転等）に従事する者である。
※　上記の制限に違反すると、多くの場合は、買収の推定を受けることになるので十分留意する必要がある。
